
29年度12月議間勉強会/ W素間』至員要大論篇第七十四注第五+四章

占J9 !!e'l!8!'H 明

.8時 平成29年12月27日{日) ・会話喜大阪府銭灸師会館3階
・講師日本銀灸研究会代表篠原孝市先生

女医i蓋の日本2017年 12月号 T臨床に活力、す古典N0.67 日中」のお話より

現代中医学の本に書いてあるが古異のわずかな文献を晃てみるとそんなふうになっていないと感じた。

これは古呉の雑多な色々な要素をうまくすくいあげてないなという感じがあった。わたしが吉興を読んで

いなければ、あるいは自に信れていなければ、そうは思わなかったと患う。現代中医学がすべてという恩

になったと患う。吉買に島まれていたので、現代中医学のように古実はなっていないというのを知ってい

た。古典の雑多で非常に矛盾して混乱しているちのが、なぜ現代の中医事彰廷のようになるのか、という患

いがあった。現代中医学は完結している。

わたしの場合{まそういうことで、伝統的な中国医学が持っている歴史的、慰霊的な遣い、日本、弱鮮半

島、中国から来る差異や矛盾などを消してしまっているということがあって、教秘書に違例のっくり物め

いたつまらなさというのを感じたのである@
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*以下の文に続く。

① 24  諸鼠縛舷。 25 皆腐於肝。

諸風2卓翠(しょふうとうげん)は、皆な {みな)Jj干に属す (属す)。

【島幸説]

* r風Jという雲棄には病気の原因と病気の状態の二還りの意味がある.

*馬玄室 {ぱげんだい)という人は、このように注を入れている。

f昆Jのはたらきち f木jのはたらきち rJj干Jのはたらきち、ちのを援するということが中心になる。人
間では体がゆれる、ゆれるように感じるというちのはすべて rJj干Jのはたらきである。 r肝jのはたらさ
は f風Jr木jと同じ性絡のちのである。B干の訴は督留置とつきしたがって、患のてっぺんで雪脈と一緒に
なる。だから頚のてっぺん力匂寺々 ゆれやすい。

これを明代の初期の本 ?軍事字網目 (いがくこうちく)，1と劉河筒(りゅうかかん)の著作 7素問玄磯原
病式 {そちんげんきげんびょうしき)iを引いて、説明している。

*めまいを起こすのは f木Jのはたらきなのであるが、その原因は f木J畠身が太遣する(盛んになる)
場合ちあるし、 I金Jのはたらき、あるいは f土Jのはたらさによって f木Jに野容する場合ちある。こ
れを実体的なちのと患ってしまうと、まるで迷信みたいな話になる。すべて{草案擦に自の前にある病症状

から組み立てなおすのである。木火土金水というカテゴリーを使いながら病態や自然現象を説明していく

のであるから、そこを勘違いの祭いようにお願いしたいと思う。

② 26 諸寒峡引。 27 皆腐於腎。

諸寒収引(しよかんしゅういん)は、 量量な腎に属す (震す)

【島幸説]

* r収弓I(しゅういん)J (まちのが縮まること、収束すること、内側に向かつて収縮していって、しかち
強く引っ張られるさまを雲う。よって 『諸寒収引Jは重量の気のはたらきで非常に緊張した状態になるとい
うことである。



*王沫(おうひょう)という人は、 rJ吹Jは収量虫、 円IJは急、引きつった状態をいうと注釈を入れてい
る。冷えたちのは容積が小さくなってくる。これは 『水Jの気のはたらさと同じであると言っている。

③ 28  諸集積軍事。 29 宮周於肺。 (注 f諸集積聖書」の 『積』の字は原文は「月へん」である)

諸書主積雪(しよきふんうつ)(草、皆な訴に属す (属す)

[島幸説]

*慎重重というのは気の滞りをいう。気湾とか気望書 (きうつ)という状態である。

* r気Jというちのがある.これは邑に見えないちのであり、動きはあまり皐く祭く、冷えている状態で
ある。これ力、寄ることによって病態が起こる。

*iJ革の気というちのは、自に見えない大気が出入りする。それは、わずかに冷えている。締の気力鳴る

と、病気になり腕の熟を起こす。

*これからのラインナップは以下のとおりです。お楽しみに。

量量嵐於火。

量量嵐於雲妻。

量量属於火。

量量嵐於雲妻。

量量属於重量。

蓄蔵於雲妻。
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皆嵐於』毒。

皆鳳於火。

皆嵐於心。

皆鳳於下。

皆嵐於上。

如喪持守。

皆嵐於浪。

皆鳳於火。

皆嵐於熱。

皆鳳於火。

皆嵐於風。

鼓之姐鼓。

~酸震駿。

7.1<液淳;雪。

澄激清;令。

暴j主下迫。
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Z書室主E雪jF:fi。

諸雲主管怒。

諸提言痘癒。

諸飯田主望。

諸祭。寵E至。
諸禁鼓様。

諸窪項強。

諸逆衝上。

諸E長腹大。
Z書長狂員選。
諸暴強直。

諸病有主主。

諸病調謹。

諸事事反戻。

諸病水源。

諸c.~吐談。

n
v
勺
4

A
『

民
V

会
u
n
v

ミ
d

F
3
7'
Q
J

t
4

qiu

民
u
Q
J
勺
4

F
3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4
5

5

5

5

6

6

 

@

⑤

⑥

⑦

③

⑨

⑫

⑮

⑫

⑫

@

⑮

⑮

⑫

⑮

⑮

 

* J至E悶iの森をさEいてみまぜんか.毎月休まず第二日躍です。はるか昔か6続く道lζは、あち6乙ち6
1ζ道しるべがあります。色んな時代の色んなひとがさEいてきた道です。

松本政己)東大阪絶滅(素問勉強会世話人


